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フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『1

2
class

（
ジ
ュ
ウ
ニ
ク
ラ
ス
）』
は
、伊
豆
大
島
を
支
え
て
き
た
世
代
、

伊
豆
大
島
で
生
ま
れ
育
ち
こ
れ
か
ら
を
担
う
世
代
、
興
味
を
持
ち
伊
豆
大
島
へ
訪
れ
る
多
様

な
世
代
、
そ
の
点
と
点
を
取
材
を
通
じ
て
繋
い
で
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
伝
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

デ
ィ
ー
プ
な
伊
豆
大
島
の
魅
力
を
伝
え
る
媒
体
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
現
在
・
過
去
・
未
来
の
あ
ら
ゆ
る
島
の
情
報
を
集
め
な
が
ら
、
伊
豆
大
島
に
暮
ら
す

人
や
関
わ
り
の
あ
る
人
に
会
っ
て
お
話
を
伺
い
、
そ
れ
ら
を
編
集
し
て
伝
え
た
い
カ
タ
チ
に

し
て
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
取
材
さ
れ
る
人
・
す
る
人
・
読
む
人
、
三
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
重
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
大
好
き
な
伊
豆
大
島
の
こ
と
を
も
っ
と
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！ 

も
っ

と
沢
山
の
島
の
人
と
お
会
い
し
た
い
！ 

も
っ
と
沢
山
の
人
に
島
に
来
て
も
ら
い
た
い
！ 

そ

ん
な
想
い
で
面
白
楽
し
く
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
!!

　
ど
う
ぞ
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
『1

2
class

』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
部
一
同 

２
０
１
６
年
11
月
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
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　自
然
豊
か
な
伊
豆
大
島
を
存
分
に
味

わ
う
の
な
ら「
キ
ャ
ン
プ
」が
オ
ス
ス
メ
！

　キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
真
っ
先
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が

『
大
自
然
の
中
に
身
を
置
く
こ
と
』。
自

然
の
美
し
さ
や
強
さ
、
そ
し
て
厳
し
さ

を
直
に
体
感
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　火
山
島
で
あ
る
伊
豆
大
島
は
、
過
去

に
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
噴

火
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
地
形
や
、
黒
潮

に
浮
か
ぶ
離
島
な
ら
で
は
の
自
然
環
境

な
ど
、
地
球
の
記
憶
を
感
じ
ら
れ
る
場

所
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
ん
な
伊

豆
大
島
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
ひ
と
こ
と
で

表
現
す
る
の
な
ら
〝
地
球
の
リ
ズ
ム
に

よ
り
そ
う
ひ
と
と
き
〞
。
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
長
い
年
月
を
経
て
今
こ
の
瞬

間
が
あ
り
ま
す
。

　大
自
然
に
身
を
委
ね
る
こ
と
、
そ
れ

は
、
忙
し
く
動
き
回
る
社
会
生
活
の
中

で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
大
切
な
体
験
で
す
。

自
然
を
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

キ
ャ
ン
プ
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え
る
も
の
。

さ
ぁ
、
伊
豆
大
島
の
大
自
然
の
中
で

「
キ
ャ
ン
プ
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　島
の
南
部
に
位
置
す
る
「
ト
ウ
シ
キ

キ
ャ
ン
プ
場
」
は
、
繰
り
返
す
噴
火
に

よ
る
溶
岩
が
長
い
年
月
を
か
け
つ
く
り

あ
げ
た
天
然
の
タ
イ
ド
プ
ー
ル
が
特
徴

の
ト
ウ
シ
キ
遊
泳
場
の
近
く
に
あ
り
ま

す
。
水
平
線
の
向
こ
う
に
は
、
利
島
や

新
島
な
ど
の
伊
豆
諸
島
の
島
影
を
望
む

こ
と
が
で
き
、
日
の
出
と
日
の
入
り
の

両
方
を
楽
し
め
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
場

所
で
も
あ
り
、
ト
リ
ッ
プ
感
も
高
ま
り

ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
・

炊
事
場
等
、
基
本
的
な
設
備
が
整
っ
て

い
る
の
で
、
テ
ン
ト
や
食
材
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
を
持
ち
込
め
ば
気
軽
に
キ
ャ
ン
プ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ウ
シ
キ
キ
ャ
ン
プ
場

美
し
い
日
の
出
と
夕
日
。

そ
し
て
、
海
。

キ
ラ
キ
ラ
豊
か
な

こ
こ
ろ
動
く
場
所
。

地球のリズムによりそう

夕暮れをバックにトウシキキャンプ場
にて仲間とバーベキュー。

Text,Photo:Chiba

島だからこそ味わえる『島キャンプ』の醍醐味。

伊豆大島にある２つのキャンプ場をご紹介します。

　　

トウシキのタイドプール。

トウシキキャンプ場からの
夕日。
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大島のキャンプ場情報♪

海
の
ふ
る
さ
と
村

初
心
者
に
も
安
心
の

充
実
設
備
。

そ
し
て
、

手
つ
か
ず
の
大
自
然
。

　
集
落
の
な
い
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残

る
島
の
東
海
岸
沿
い
に
位
置
す
る
「
海

の
ふ
る
さ
と
村
」。
管
理
棟
で
あ
る
セ
ン

ト
ラ
ル
ロ
ッ
ジ
を
中
心
に
、
デ
ッ
キ
テ

ン
ト
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
プ
ー
ル
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
サ
ー
ク
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
各
種
の
設
備
も
充
実
し
て
い
て
、

キ
ャ
ン
パ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
海
岸
も
近
い
の
で
、
海
水
浴
や
釣

り
等
の
海
遊
び
は
も
ち
ろ
ん
、
島
な
ら

で
は
の
生
き
物
や
植
物
に
出
会
え
る
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
の
醍
醐
味
の
一
つ
と
も
言

え
る
食
事
の
時
間
は
、
島
の
新
鮮
な
魚

介
類
や
野
菜
を
買
っ
て
豪
快
に
Ｂ
Ｂ
Ｑ

す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
！

　
私
た
ち
編
集
部
も
取
材
を
兼
ね
て
島

内
の
ス
ー
パ
ー
で
購
入
し
た
ト
コ
ブ
シ

を
焼
き
ま
し
た
。
新
鮮
だ
か
ら
ト
コ
ブ

シ
も
元
気
に
踊
る
！ 

釣
っ
た
魚
を
調
理

し
て
食
べ
る
の
も
最
高
で
す
ね
。
い
つ

も
と
一
味
も
二
味
も
違
う
、
ワ
ク
ワ
ク

楽
し
い
お
い
し
い
ひ
と
と
き
が
あ
な
た

の
キ
ャ
ン
プ
時
間
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

①海のふるさと村入口に位置する吊り橋
②設備のひとつ、キャンプファイヤー
サークル
③島の食材でバーベキュー

❶

❸ ❷

おいし
い

海のふるさと村

　東京都大島町泉津字原野2-1
　04992-4-1137
　04992-4-1723
　受付時間（8時30分～17時 00分）

〔アクセス〕
大島着→大島公園行きバス（終点）
→無料送迎バス（約20分）

巻末マップ

トウシキキャンプ場

　東京都大島町差木地
　04992-2-1446（大島町観光産業課）
　受付時間（8時30分～17時 15分）

〔アクセス〕
元町港から車で島の西南へ20分

巻末マップ

S u n s e t  p a l m  l i n e
サンセットパームライン

元町港から北部の野田浜までを結ぶ海沿いの道。

名前の通り、ヤシの木が迎えてくれる１本道。

素晴らしい夕日はもちろん、さまざまなドラマがここにはあります。

あなたならではの“-ING”を見つけてみてください。

元町港から北部の野田浜までを結ぶ海沿いの道。

名前の通り、ヤシの木が迎えてくれる１本道。

素晴らしい夕日はもちろん、さまざまなドラマがここにはあります。

あなたならではの“-ING”を見つけてみてください。

Text:Suguru / Photo:Runo

野田浜

万立浜
赤禿

泉浜

元町浜の湯

ウォーキング

元町港から野田浜まで約５キロ。最
適なコースが用意されています。自分
のペースとコースでWALKＩＮＧ!!

ドライビング

キレイな空、そびえるヤシ、そして
美しい海。それ以上は何もいらない
最高の贅沢。大切な人と一緒にＤＲ
ＩＶＩＮＧ!!

モーニング
サンセットパームライン沿いにある東屋で
のんびり朝ごはん。富士山を眺めながらぶ
らっとのんびりＭＯＲＮＩＮＧ!!

Morn ing

ウォッチング

海沿いのパームラインにはたく
さんのビューポイントがありま
す。疲れた心に美しい夕日を
ＷＡＴＣＨＩＮＧ!!

コーミング
海を漂流してきたビーチグラ
ス、サンゴ、貝殻などいくつか
のドラマを拾う事ができます。
手元彩るＣＯＭＢＩＮＧ!!

W

atc
hing

Walking

Combing

Dr
iv ing

ア
　
イ

エ
　
ヌ

ジ
　
ー
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大
島
支
庁
長

大
島
町
長

吉
野 
静
夫 

さ
ん

三
辻 

利
弘 

さ
ん

お二人に質問です !!

お忙しいところ、ご協力ありがとうございました !!

町長
三辻 利弘 さん

支庁長
吉野 静夫 さん

青い空、きらめく海、まばゆい太陽、
かがやく緑、満点の星空…。古くか
ら御神火様と尊び崇めてきた三原山。
300万本のヤブツバキ、180万本の
オオシマザクラ等「伊豆大島ジオパー
ク」に代表される豊かな自然、新鮮
な魚介類、明日葉、くさや等バラエ
ティに富んだ食。大島は、多彩な魅
力を持った島であると思います。
情緒豊かでゆったりとした時が流れ
ていて、人情味溢れる島民、素朴な
佇まい等、訪れる人を懐かしい温も
りで包み込む。私は、この伊豆大島
がまるごと好きです。

魅力いっぱいなところ。魅力とは、
自然がいっぱい（三原山、海岸、椿
などの花、鳥など）、楽しいがいっ
ぱい（ダイビング、クライミング、ジョ
ギング、サイクリング、ドライブな
どなんでも楽しい）、おいしいがいっ
ぱい（べっこう寿司、伊勢えび、サ
ザエなどの海の幸、あしたば、くさ
や）、すごいがいっぱい（三原山噴
火口、橋梁や砂防ダムなどの土木構
造物、地層切断面、サンセットパー
ムラインの景色）。

Q1　大島の好きなところを教えてください

島という特殊な環境もあるが、自立心に欠ける部分があ
り、あらゆる面で依存主義が強いと思われます。
財政構造も自主財源が乏しく国・東京都に依存しており、
経済構造をみても主力産業である観光業は外部に、建設
業は公共事業に依存している構造となっているので。

大島の魅力をしっ
かりと伝えるこ
と。

Q2　伊豆大島に足りないと思うものは何だとお考えですか？

家庭菜園、読書など。 掃除、洗濯などの家事（単身赴任中なので）。
島内めぐり（好きなスポット：三原山噴火口、筆島）。

Q3　休日の過ごし方は？

パイロット。 ひとの役に立つことがしたい。（学生時代はボランティ
アをし、公務員になりました）

Q4　子どものころの夢は何でしたか？

自分を叱咤激励する意味でも、「志を立てて以って、万
事の源と為す」という吉田松陰の言葉を送りたいです。
この言葉の意味は、全ての実践は志を立てるところから
始まるという事です。理由は、今の時代はなんとなく気
力が湧かない人も多いのですが、志が定まらないと気が
湧いてこず成果が上がらないからです。

夢をもって欲しい。
続ければ夢は必ず
現実になる。

Q5　島の若者へのメッセージをお願いします

特
別
企
画

大
島
を
代
表
す
る
方
と
い
え
ば
こ
の
お
二
人
！

大
島
支
庁
長
の
吉
野
さ
ん
と

大
島
町
長
の
三
辻
さ
ん
。

伊
豆
諸
島
全
島
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
集
ま
る

「
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
大
会
」
の
会
場
で

お
二
人
に
お
会
い
し
て
き
ま
し
た
。

「アイランドリーグ大会」が開催された大島町陸上競技場にて。

質問回答後に談笑するお二人。

Text:Rem
i

Photo:Runo

三辻 利弘 さん

1956年生まれ、大島町差木
地出身。町長室長、地域整備
課長、地域整備課長・土砂災
害復興推進室長兼務を経て現
職。愛読書は、「翔ぶが如く」。

吉野 静夫 さん

1961年生まれ、関東平野の
真ん中、茨城県古河市出身。
鉄道好き。平成 28 年４月よ
り東京都大島支庁長。家族は
妻と娘２人、猫１匹。
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島の青年
島の夏は熱い !!

なんと言っても欠かせないのは、

島内各地区の青年達による盆踊り！

この夏、青年団長の勇姿に会ってきました。

Photo:Runo

島内８地区にはそれぞれカラーが割り当て
られていて、例えば町民体育大会の地区対
抗等でその色がチームカラーとして使用さ
れます。地域の色分けが生まれた歴史は古
く、戦後６ヶ村（泉津、岡田、元村、野増、差木
地、波浮）の時代、町民体育祭時にくじ引きで
決まったそう。その後、クダッチ、北の山が加
わり今もこの伝統は受け継がれています。
それぞれの色の意味については定かな情報
は無く、特に意味は無いとの説も。これも大
島の面白い文化の一つかもしれません。

●
○

●

●

●

●

● ●

差木地宮本喜義

泉津
小林代

治郎

元町
浅沼

慶一

野増
谷口誠

実

北の山森田彰人

波浮遠藤祥平

岡田
白井

勇介

差木地 クダッチ

波浮

泉津岡田

北の山

元町

野増
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1112

前
田
豆
腐
店
の
創
業
は
昭
和
12
年
。

島
で
愛
さ
れ
続
け
、
来
年
で
80
年
を
数
え
る
老
舗
で
す
。

金
髪
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
店
主
・

前
田
和
雄
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Text,Photo:K
enji

前
田
和
雄 

さ
ん

（
前
田
豆
腐
店
店
主
）

大 
島 あるある

プールが海水

ワンボックスの軽自動車が多く、
「ケッパコ」 と呼ばれる。
軽トラックは 「ケットラ」。

基本的に車の鍵はかけない。

島内アナウンスが
かなり重要な情報源だ。

島のおじちゃんやおばちゃんに、
「ニシ（あなた）は島の人？」と尋ねられ、
「いいえ、妻が島の出身です」と答えると

『為朝さん（※１）だぁ！』
と言われる。　

大島に住んだことがある人なら納得の
面白い「あるあるネタ」を
集めてみました！
ちょっと変わった島民の
常識、あなたはいくつ
共感できますか？？

挨拶をしていないのに、

突然会話を始める島人。

玄関を開けっ放しにしていると、
たまに近所のおばちゃんからの

おすそ分けが置いてある。

20時すぎは
深夜のような静けさ。

男性の
タオル着用率が
高めである。

船は満席。
なのに、島に着くとなぜか

島内はガランとしている。

車の運転中は、
よく知り合いとすれ違うので、

数回は会釈する。
けっこう面倒くさい。

食べきれない事もよくある。

「あ、今日、欠航だってな」

巻き方も
さまざま！

しょっぱい～

あるある～ぅ！

①店主の前田さん
②大豆をすりつぶす
③型に流し冷やす
④出来立ての豆腐は
長年変わらないパッ
ケージ

マスター
おじゃまします

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！ある
ある
～ぅ
！

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！

あるある～ぅ！

Ｑ :

ず
ば
り
、
前
田
豆
腐
店
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
は
？

前
田:

と
こ
と
ん
手
作
り
に
こ
だ
わ
る
。
う

ん
、
品
質
は
絶
対
に
落
と
さ
な
い
、
っ
て

と
こ
だ
よ
ね
。

Ｑ :

豆
腐
屋
さ
ん
を
続
け
る
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
？

前
田:

自
分
の
知
っ
て
い
る
一
番
お
い
し
い

も
の
を
提
供
し
た
い
。
お
い
し
い
と
言
っ

て
く
れ
る
人
が
い
る
限
り
は
続
け
た
い
。

利
益
を
追
い
か
け
る
の
で
は
な
く
人
を
追

い
か
け
る
っ
て
こ
と
か
な
。

Ｑ :

前
田
さ
ん
に
と
っ
て
、「
豆
腐
」
と
は
？

前
田 :

み
な
さ
ん
に
豆
腐
を
買
っ
て
も
ら
っ

て
、
そ
れ
で
自
分
は
育
て
て
も
ら
っ
た
の

で
、
両
親
の
次
の
親
っ
て
感
じ
か
な
。

　
　
　
　
＊
　
　
＊
　
　
＊

　
取
材
か
ら
数
日
後
。
我
が
家
の
来
客
へ
の

料
理
に
市
販
の
レ
モ
ン
果
汁
を
使
お
う
と
し

た
時
、
前
田
さ
ん
の
言
葉
が
浮
か
ん
で
き
ま

し
た
。―

―

自
分
の
知
っ
て
い
る
一
番
お
い

し
い
も
の
を
提
供
し
た
い
。
や
は
り
私
も
お

い
し
い
も
の
を
作
る
手
間
を
惜
し
ま
ず
に
レ

モ
ン
を
カ
ッ
ト
し
て
絞
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
作
り
手
の
こ
だ
わ
り
と
は
、
そ
れ
を
食

べ
て
く
れ
る
人
へ
の
想
い
な
の
だ
と
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
。

〈前
田豆

腐店
〉

℡ 04
992-

2-12
51

大島町
元町

4-10
-2

（※１）為朝さん
　 源為朝にあやかり、島の女性
　　 と結婚して移住してきた
　　　  　本土出身の男性の事。

❶

❸❹ ❷

Text:Natsuna

オスス
メは、

こだわ
りの

契約
栽培

大豆
100％

で

作った
豆腐『

島豆腐
』と

『あ
じゅ

』。島
内の

スー

パーに
て購入

できま
す。



伊豆大島

12class 巻末マップ

★＝青年団主催の盆踊り開催場所

千波地層切断面

裏砂漠

月と砂漠ラ
イン

あじさい
レインボ

ーライン

御神火
スカイラ

イン

筆島

行者窟

弘法浜

王の浜

砂の浜

トウシキ

秋の浜

日の出浜

野田浜

赤禿

万立浜

泉浜

岡田港

大島灯台

元町港

噴火口

三原山

表
砂
漠

今年の『NATSUZEMI（夏ゼミ）』
2016.9.3（土）　岡田港界隈にて今号の 12class で紹介したお店や地名等を

地図上でご紹介します。

『二十代の夏』kichi にて、伊豆大島先行上映会開催
2016.10.22（土）　kichi にて

全編伊豆大島にてロケが行われた映画『恋はフェリーに乗って』は、再編
集を経てタイトルも新たに『二十代の夏』となって完成しました。
一度は完成しつつ、まだまだ編集で良くなる余地があると、さまざまな葛藤
の中、作品と向き合い、編集を繰り返してきた高野徹監督。この度、自身
も納得の作品となりました。
そこで、本作の撮影場所としても登場する kichi にてお披露目の上映会が
行われ、上映後には高野監督他のトークショーも開催されました。
今後の上映会予定は右記の通りになります。是非、ご覧ください！

◉お問合せ：filmoshima@yahoo.co.jp
◉公式WEBサイト：http://summer20s.tumblr.com/

北青山の外苑西通り沿いの地下に、伊勢谷友
介氏が代表を務めるクリエイターやアーティスト
の集団 “リバースプロジェクト” と某アパレル会
社社長が、皆が集うための場所としてひっそりつ
くった『PR BAR』。
2016 年の夏、kichi にて『PR BAR』による一夜
限りの伊豆大島出張イベントが開催されました。
イベントでは『PR BAR』による島の食材（果物・
野菜・ハーブ）を使ったオリジナルカクテルをは
じめ、ナツキチによる美味しいフードやシンガーソ
ングライターの吉廣麻子さんによるスペシャルライ
ブ、そして書道家の田中象雨さんによるライブ書
道など、素敵な空間を皆で共有した美味しくて
楽しいひととき。また来年、さらにパワーアップし
たPR BAR出張イベントに期待しましょう。

島でのあれこれ
レポートします

Kichi http://kichi . to-on. info/
三原色［ミハライロ］ http://miharairo.to-on.info/

Facebook
http://www.facebook.com/kichi.oshima

終了
報告

終了
報告

kichi × PR BAR presents
Cross Island Cocktails in 伊豆大島
2016.7.30（土）   kichi にて

終了
報告

建築系学生からなるNATSUZEMI によるワークショップイベン
トが、岡田港界隈に建つ古民家と岡田八幡神社境内にて９月
３日（土）に開催されました。
会場では岡田の過去の風景を写した写真を展示するギャラ
リーやつばきッチンによるフードブース、そして廃材を使ってア
クセサリー等をつくるものづくりワークショップが実施されまし
た。
NATSUZEMI は日本大学岩田研究室の学生が中心となって
運営する建築学生団体。2010 年に日本大学をはじめとする
4 大学でスタート。2012 年からは場所を伊豆大島に移して
島の人 と々の絆を深めながらものづくりを通した地域貢献に取
り組んできました。今後は会場となった古民家を “まちやど”
にする改修案をベースに改修作業に入る予定です。それに
は法規制をはじめとした様 な々ハードルを乗り越えなくてはな
らないようですが、引き続き、継続プロジェクトとして後輩た
ちに引き継いでいくとともに、今年の代表の日野さんや今や社
会に出て様 な々分野で活躍されているOB・OGのみなさんの
中にも何らかの形で関わっていきたいと考えている方がいるそ
うです。
今年の代表の日野さんは、理想は古民家のリノベーションを
起点に、岡田港
界隈のまちづくり
につなげられたら
と考えており、島
の 皆 さ ん と
NATSUZEMI の
学生、そして OB
や OG と一緒に
考えながら取り組
んで行きたいと話
してくれました。

波浮港

《上映会開催予定》
◉神戸 2016/11/05 （土） 神戸映画資料館
　15:00 - 16:30　 JST http://ptix.co/2dRnA0K 
◉横浜 2016/11/27 （日）横浜にぎわい座 
　17:00 - 18:30　 JST http://ptix.co/2e3qope

いわて蔵ビール × リバースプロジェクトのオーガニック IPA「ヨ
イツギ」ビールも用意され、来場者に提供されました。

男女３人の夏の物語。

★★

★

★

★

★

★

サンセット
パームライン

海のふるさと村

大島町陸上競技場

前田豆腐店

トウシキ
キャンプ場

くぼいち商店
※御神火マッチを販売中 !!

泉 津

岡 田

北の山

元 町

野 増

差木地

波 浮

クダッチ

島キャンプ p.3-5

島キャンプ p.3-5

大島支庁長＋大島町長
p.7-8

島の青年 p.9-10

マスターおじゃまします p.11

パームラインde ing p.6

裏表紙

ぶらっとハウス
※地物野菜・加工品の直売所

パームラインde ing p.6
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◎本誌からの写真、文、イラストの無断転載を固く禁じます。

編集後記　サイズ・ページ数と大幅に拡大しリニューアルした『12class 』23号でしたが、いかがでしたか？ 
リニューアルと同時に編集部員も増員しました。自分達がいいと考える大島を伝えたい。まだまだ奥の
深い大島を知ってほしい。と皆、思いはひとつ。しかし、現実は思うように進まず…。試行錯誤しなが
らの結果、今までに無い視点が取り入れられ、おもしろい内容で完成させることができたと思います。
まだまだ成長中の『12class』ですが、次号もどうぞよろしくお願いいたします。

mail@to-on.info　お待ちしてます !!

NPO法人kichiでは、東京アートポイント計画の一環として三原色〔ミハライロ〕
を展開しています。三原色〔ミハライロ〕では、私たちの活動に賛同し一緒に
動いてくれる仲間を募集しています。島の魅力の再発見、新たな価値の発見、
その価値を発信する活動を続けます。是非、下記アドレスまでご連絡くださ
い !!

『御神火マッチ』
お土産にいかが？

・イベントの時だけお手伝いしたい
・12class の取材をしてみたい
　など何でも歓迎です！！

表紙の
ウラ
ばなし

元町にある「くぼいち商店」さん（巻末マッ
プ内参照）で見つけたなんとも可愛らしくて
レトロで味わい深～いマッチ。その名も『御
神火マッチ』。伊豆大島をこよなく愛す、京都
在住の滝町昌寛氏が制作したものです。伊豆
大島の風俗や動植物など、伊豆大島に関わり
のあるモノが独特のタッチで描かれています。
また本人の性格とも相まって自由奔放に描い
ている様子が見る人に痛快な印象を与えてく
れます。
どこか懐かしくお値段もお手ごろ、お土産にも
最適の一品！ コレクター心をくすぐる逸品に
もなるのではないでしょうか。是非「くぼいち
商店」さんにてお手にとってみてください。

伊豆大島を支えてきた世代、伊豆大島で生まれ育ちこれからを担う世代、興味を持
ち伊豆大島へ訪れる多様な世代．．．その点と点が多様であればあるほど予想しない
化学反応が起こる。多種多様な点と点を『デザイン』や『アート』を使ってつない
でいくことで、新たな価値を生み出し、活気溢れる地域づくりを目指す活動をします。
http://miharairo.to-on.info/

三原色〔ミハライロ〕とは

12class の web はこちら↓

web だけで読める情報あります !!
是非ご覧ください◎

http://12class.to-on.info/

東京アートポイント計画は、地域・市民が参画するアートプ
ロジェクトを通じて東京の多様な魅了を創造・発信すること
を目指して東京都とアーツカウンシル東京（公益財団法人東
京都歴史文化財団）が展開している事業です。
https://www.artscouncil-tokyo.jp

東京アートポイント計画とは

私たちと一緒
に活動しませ

んか？


